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くぬぎ山地区 平地林管理計画の策定と平地林管理の新たなしくみの構築 

全体フレーム・フロー 

A.くぬぎ山地区 植生管理計画の策定 

B.管理作業ボランティアの公募と実施者の決定 

 

 

 

 

 

C.対象区域ごとの管理実施計画の作成と管理作業の実施 

 

目標植生図 

管理可能林分優先度図 

1.植生管理ゾーニングの設定           2.地権者の林地等管理意向 

(1)現況植生の解析・評価 

 ・現況維持植生の特定 

 ・二次林の放置共生種(遷移共生種)の分布状況 

 ・偏向遷移林分の分布状況 

(2)目標植生の設定                 

 ①代表的二次林タイプ 

  ・コナラ－クヌギ林 

  ・アカマツ林 

 ②極相林タイプ 

・シラカシ林 

  ③萱原タイプ 

   ・チガヤ－ススキ草地 

3.管理実施可能区域の優先度評価 

地権者意向調査 

林地管理可能度 

A. 管理内容も含め管理に同意 

B. 条件付きで管理に同意 

C. 管理に同意しない 

現存植生図 

目標植生図 

管理可能区域優先度図 

6.実施者による管理実施計画の作成 

 

 

 

 

 

 

7.自然再生協議会での検討 

 

 

 

8.管理作業とモニタリングの実施・継続 

(1)対象区域の事前環境調査 

(2)管理目標の設定と管理作業

内容の決定 

(3)作業の工程と実施体制 

(4)モニタリング計画 

自然再生協議会等で意見交換 

実践の経過・結果のとりまとめ 

 

■支援制度の検討・創設 

 Ⅰ.専門的支援 

・ 事前調査、モニタリング 

・ 全体コーディネート 

 

 Ⅱ.実践支援 

・ 労力費 

・ 管理作業機材 

 

事
前
協
議 
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4.管理可能区域における作業実施者の公募 

  県、市町が受付窓口になることを想定 

 

5.管理可能区域ごとの作業実施者の決定 

  既存 NPO および有志による管理チーム等を想定 


